
(57)【要約】

【課題】　不十分に把持する危険を無くした人用リフト

装置を提供する。

【解決手段】　人の胸部１２の両側に圧力を加えること

によって、人を把持する１対のカップ１、２と、人の体

重の作用によりカップを相互に接近するように動かす移

動手段とを具える人のリフト装置である。カップ１、２

は移動手段に傾動可能に取り付けられており、また使用

中、各カップ１、２は人の胸部１２の両側のうちの一方

に沿って、ほぼ水平方向に延在する傾動軸線Ａ、Ｂと、

人の胸部１２の両側のうちの一方に接触する接触表面を

有する。各カップの接触表面の少なくとも一部が人の胸

部に関し、各カップの傾動軸線Ａ、Ｂの背後に、即ち外

側に設置されている。

【選択図】図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 人 の 胸 部 （ １ ２ ） の 両 側 に 圧 力 を 加 え る こ と に よ っ て 、 人 を 把 持 す る た め の １ 対 の カ ッ
プ （ １ 、 ２ ） と 、 人 の 体 重 の 作 用 を 受 け て 、 前 記 カ ッ プ を 相 互 に 接 近 す る よ う に 動 か す 移
動 手 段 と を 具 え 、 前 記 カ ッ プ （ １ 、 ２ ） は 前 記 移 動 手 段 に 傾 く こ と が で き る よ う に 取 り 付
け ら れ て お り 、 各 カ ッ プ （ １ 、 ２ ） は 使 用 中 、 人 の 胸 部 （ １ ２ ） の 両 側 の う ち の 一 方 に 沿
っ て 、 ほ ぼ 水 平 方 向 に 延 在 す る 傾 動 軸 線 （ Ａ 、 Ｂ ） を 有 し 、 更 に 各 カ ッ プ （ １ 、 ２ ） は 人
の 胸 部 （ １ ２ ） の 両 側 の う ち の 一 方 に 接 触 す る 接 触 表 面 を 有 す る 人 の リ フ ト 装 置 に お い て
、 各 カ ッ プ （ １ 、 ２ ） の 接 触 表 面 の 少 な く と も 一 部 が 前 記 人 の 胸 部 に 対 し て 、 各 カ ッ プ の
前 記 傾 動 軸 線 （ Ａ 、 Ｂ ） の 背 後 に 、 設 置 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 人 の リ フ ト 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
　 使 用 中 、 人 の 胸 部 の 側 部 に 前 記 カ ッ プ に よ っ て 加 わ る 圧 力 が 前 記 接 触 表 面 の 前 記 一 部 の
所 定 の 領 域 （ １ ５ ） 内 に 、 着 力 点 （ ｄ ） の 合 力 （ Ｒ ） を 有 し 、 前 記 所 定 の 領 域 が 前 記 接 触
表 面 の 中 心 に 、 又 は 前 記 接 触 表 面 の 下 半 分 に あ る よ う に 、 前 記 接 触 表 面 に 対 す る 前 記 傾 動
軸 線 （ Ａ 、 Ｂ ） の 位 置 を 選 択 し た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ の 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
　 各 カ ッ プ （ １ 、 ２ ） の 前 記 接 触 表 面 は 凹 形 で あ り 、 前 記 カ ッ プ が 中 立 の 垂 直 位 置 に あ る
場 合 、 前 記 傾 動 軸 線 が 前 記 カ ッ プ の 前 記 接 触 表 面 に 関 し 、 ほ ぼ 中 心 に 延 在 し て い る こ と を
特 徴 と す る 請 求 項 １ 、 又 は ２ の 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 所 定 の 領 域 （ １ ５ ） と 前 記 傾 動 軸 線 （ Ａ ） と の 間 の 距 離 は 0.5 ｃ ｍ ～ ５ ｃ ｍ で あ る
こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ 、 又 は ３ の 装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
　 各 前 記 カ ッ プ （ １ 、 ２ ） は 上 半 分 と 、 下 半 分 と か ら 成 り 、 使 用 中 、 人 の 胸 部 （ １ ２ ） の
側 部 に 前 記 カ ッ プ （ １ 、 ２ ） に よ っ て 加 え ら れ る 圧 力 の 少 な く と も 半 分 が 前 記 下 半 分 に 位
置 す る よ う に 、 各 前 記 カ ッ プ の 前 記 接 触 表 面 に 対 す る 前 記 傾 動 軸 線 （ Ａ 、 Ｂ ） の 位 置 を 選
択 し た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ～ ４ の い ず れ か １ 項 の 装 置 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 移 動 手 段 は １ 対 の ア ー ム （ ３ 、 ４ ） を 具 え 、 各 前 記 ア ー ム の 下 端 （ ５ 、 ６ ） に は 前
記 カ ッ プ （ １ 、 ２ ） の １ 個 が 傾 動 で き る よ う に 取 り 付 け ら れ て お り 、 前 記 ア ー ム は 前 記 カ
ッ プ の 上 方 に あ る 枢 着 点 （ １ ０ ） に 、 相 互 に 枢 着 さ れ て お り 、 前 記 ア ー ム の 上 端 （ ７ 、 ８
） は 前 記 枢 着 点 （ １ ０ ） を 越 え て 延 び て お り 、 前 記 ア ー ム は そ の 上 端 （ ７ 、 ８ ） に よ っ て
懸 垂 部 （ １ １ ） か ら 懸 垂 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 前 記 請 求 項 の い ず れ か １ 項 の 装 置 。
【 請 求 項 ７ 】
　 各 前 記 ア ー ム （ ３ 、 ４ ） に は 人 の 脚 を 支 持 す る 脚 支 持 体 （ １ ３ 、 １ ４ ） を 設 け た こ と を
特 徴 と す る 請 求 項 ６ の 装 置 。
【 請 求 項 ８ 】
　 前 記 カ ッ プ （ １ 、 ２ ） の 傾 動 は 前 記 カ ッ プ の 中 立 の 垂 直 位 置 に 対 し 、 両 方 向 に １ ５ ° に
限 定 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 前 記 請 求 項 の い ず れ か １ 項 の 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 人 の 胸 部 の 両 側 に 圧 力 を 加 え る こ と に よ っ て 、 人 を 把 持 す る た め の １ 対 の カ ッ
プ と 、 人 の 体 重 の 作 用 を 受 け て 、 カ ッ プ を 相 互 に 接 近 す る よ う に 動 か す 移 動 手 段 と を 具 え
、 カ ッ プ は 移 動 手 段 に 傾 く こ と が で き る よ う に 取 り 付 け ら れ て お り 、 各 カ ッ プ は 使 用 中 、
人 の 胸 部 の 両 側 の う ち の 一 方 に 沿 っ て 、 ほ ぼ 水 平 方 向 に 延 在 す る 傾 動 軸 線 を 有 し 、 更 に 各
カ ッ プ は 人 の 胸 部 の 両 側 の う ち の 一 方 に 接 触 す る 接 触 表 面 を 有 し 、 例 え ば 患 者 、 又 は 身 体
障 害 者 の よ う な 人 を 吊 り 上 げ る 人 の リ フ ト 装 置 に 関 す る も の で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
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　 １ 対 の カ ッ プ を 取 り 付 け た １ 対 の ア ー ム を 具 え る 人 の リ フ ト 装 置 は 特 許 文 献 １ か ら 既 知
で あ る 。 こ れ 等 の カ ッ プ は 吊 り 上 げ る べ き 人 の 胸 部 の 両 側 か ら 、 そ の 人 を 把 持 す る た め に
設 け ら れ て お り 、 そ れ に 応 じ た 形 状 に さ れ て い る 。 ア ー ム は カ ッ プ の 上 方 に あ る 枢 着 点 に
、 相 互 に 連 結 さ れ て お り 、 ア ー ム の 上 端 は こ の 枢 着 点 を 越 え て 延 び て お り 、 こ の 上 部 は 懸
垂 部 か ら ア ー ム を 懸 垂 す る の に 使 用 さ れ て い る 。 こ の よ う に し て 、 い わ ゆ る 「 鋏 作 用 」 を
達 成 し て い る 。 「 鋏 作 用 」 と は 人 を 吊 り 上 げ る 際 、 人 自 身 の 体 重 の 結 果 と し て 、 カ ッ プ を
相 互 に 接 近 す る よ う に 動 か す 作 用 を 意 味 す る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 し か し 、 特 許 文 献 １ か ら 既 知 の 装 置 は 、 こ の 装 置 に よ っ て 、 吊 り 上 げ ら れ る 人 の 胸 部 の
容 積 が 平 均 的 な 容 積 よ り 大 き い か 、 又 は 小 さ い と 、 そ の 人 は カ ッ プ に よ っ て 、 不 十 分 に 把
持 さ れ 、 そ の 人 は カ ッ プ の 間 か ら 落 下 す る 危 険 が あ る と い う 欠 点 を 有 す る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 傾 動 可 能 な カ ッ プ を 有 す る 人 の リ フ ト 装 置 は 特 許 文 献 ２ か ら 既 知 で あ る 。 異 な る 人 に 対
し て 、 こ の 装 置 を 調 整 す る た め 、 希 望 す る 角 度 だ け 、 カ ッ プ を 傾 け 、 次 に こ の 角 度 に 、 カ
ッ プ を 固 定 す る 。 こ の 種 の 装 置 は 非 常 に 多 く の 人 を 治 療 す る 公 共 施 設 に 、 使 用 さ れ る こ と
が 多 い 。 従 っ て 、 特 許 文 献 ２ の 装 置 の カ ッ プ の 角 度 の 調 整 は 、 し ば し ば 、 行 う こ と が 必 要
で あ る 。 し か し 、 公 共 施 設 の 看 護 人 は 装 置 の 調 整 の 困 難 さ を 常 に う ま く 乗 り 越 え て い る 訳
で な く 、 人 を 把 持 す る 際 、 カ ッ プ の 方 向 が 正 し く な い 危 険 が あ る 。 そ の 結 果 、 不 十 分 に 把
持 す る 危 険 が な お 存 在 す る 。
【 特 許 文 献 １ 】 欧 州 特 許 公 開 第 ９ ４ ７ ０ ４ 号
【 特 許 文 献 ２ 】 フ ラ ン ス 特 許 公 開 第 ２ ６ ３ ６ ２ ３ ２ 号
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 本 発 明 の 目 的 は 人 を 不 十 分 に 把 持 す る 危 険 を 減 少 さ せ る こ と が で き る 人 の リ フ ト 装 置 を
得 る に あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 こ の 目 的 は 請 求 項 １ の 特 徴 と す る の 部 分 に 、 記 載 さ れ た 技 術 的 特 徴 を 有 す る リ フ ト 装 置
、 即 ち 、 各 カ ッ プ の 接 触 表 面 の 少 な く と も 一 部 が 人 の 胸 部 に 対 し て 、 各 カ ッ プ の 傾 動 軸 線
の 背 後 に 、 設 置 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る リ フ ト 装 置 に よ っ て 達 成 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 先 行 技 術 の 問 題 点 を 解 析 し た と こ ろ 、 人 の 胸 部 に カ ッ プ を 好 適 に 設 置 す る に は 、 カ ッ プ
と 、 カ ッ プ と の 間 の 距 離 次 第 で あ る で あ る こ と 、 言 い 換 え れ ば 、 人 の 胸 部 の 幅 、 又 は 容 積
次 第 で あ る こ と が わ か っ た 。 細 い 人 の 場 合 に は 、 カ ッ プ を 相 互 に 、 大 き く 接 近 す る よ う に
動 か す が 、 カ ッ プ を 支 持 し て い る ア ー ム の 枢 着 連 結 に 起 因 し 、 カ ッ プ の 下 端 縁 が 、 上 端 縁
よ り も 、 相 互 に 一 層 、 大 き く 接 近 す る 。 そ の 結 果 、 こ の 人 は カ ッ プ の 全 体 で 、 把 持 さ れ る
代 わ り に 、 下 端 縁 の み で 把 持 さ れ る か ら 、 カ ッ プ と 人 と の 間 の 接 触 面 積 は 非 常 に 狭 い 。 同
様 に 、 身 体 の 大 き い 人 の 場 合 に は 、 こ の 人 は カ ッ プ の 上 端 縁 の み で 、 主 に 把 持 さ れ る か ら
、 接 触 面 積 は 同 じ よ う に 、 非 常 に 狭 く な る 。 接 触 面 積 が 狭 く な る た め 、 カ ッ プ と 人 と の 間
の 摩 擦 が 小 さ く な り 、 人 は 脇 の 下 で 吊 ら れ る こ と に な り 、 カ ッ プ の 間 か ら 滑 り 落 ち る こ と
す ら あ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 本 発 明 リ フ ト 装 置 に お い て は 、 傾 動 で き る よ う に 、 カ ッ プ を リ フ ト 装 置 に 取 り 付 け 、 使
用 中 、 カ ッ プ の 傾 動 軸 線 が 人 の 胸 部 の 両 側 に 沿 っ て 、 ほ ぼ 水 平 方 向 に 延 在 す る よ う に 構 成
す る 。 そ の 結 果 、 カ ッ プ が 人 の 胸 部 に 接 触 す る 時 、 カ ッ プ は 傾 く こ と が で き 、 カ ッ プ は 人
の 胸 部 の 形 状 に 接 し た 状 態 で 、 そ の 位 置 を 調 整 す る こ と が で き る 。 言 い 換 え れ ば 、 本 発 明
リ フ ト 装 置 は 自 己 調 整 で あ る 。 こ れ に よ り 、 胸 部 の 形 状 に 関 係 な く 、 カ ッ プ と 、 人 の 胸 部
と の 間 の 接 触 面 積 を 一 層 大 き く す る こ と が で き 、 カ ッ プ と 、 人 と の 間 の 摩 擦 の 量 を 増 大 し
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、 人 が 脇 の 下 で 吊 り 上 げ ら れ た り 、 カ ッ プ の 間 か ら 滑 る 危 険 を 減 少 さ せ る こ と が で き る 。
更 に 、 こ の こ と に よ り 、 本 発 明 リ フ ト 装 置 を 多 数 の 人 の 把 持 に 適 す る も の に し 、 即 ち 、 本
発 明 リ フ ト 装 置 に よ り 、 把 持 し 得 る 人 の 範 囲 を 増 大 さ せ る 。 更 に 、 カ ッ プ は 他 の 方 向 に も
、 傾 け る こ と が で き る よ う に す る こ と が で き 、 即 ち カ ッ プ は 水 平 方 向 以 外 に 、 他 の 傾 動 軸
線 を 有 す る よ う に す る こ と が で き 、 カ ッ プ の 位 置 、 及 び 接 触 面 積 の 大 き さ を 更 に 増 大 し 、
向 上 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 更 に 、 カ ッ プ と 、 胸 部 と の 間 の 接 触 面 積 が 大 き く な り 、 カ ッ プ に よ っ て 胸 部 に 加 わ る 圧
力 で あ っ て 、 人 を 吊 り 上 げ る の に 必 要 な 圧 力 が 一 層 広 い 接 触 面 積 に わ た り 、 拡 げ ら れ る 利
点 を 有 す る 。 言 い 換 え れ ば 、 カ ッ プ に よ っ て 、 胸 部 に 加 え ら れ る 圧 力 の 集 中 度 が 少 な く な
る 。 そ の 結 果 、 把 持 さ れ た 時 、 人 が 感 ず る 苦 痛 の 危 険 が 少 な く な る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 使 用 中 、 カ ッ プ に よ っ て 、 人 の 胸 部 の 側 部 に 加 わ る 圧 力 が カ ッ プ と 、 胸 部 と の 間 の 接 触
表 面 上 の 所 定 の 領 域 内 に 、 着 力 点 を 持 つ 合 力 を 有 す る よ う に 、 各 カ ッ プ の 傾 動 軸 線 を 選 択
す る の が 好 適 で あ る 。 本 発 明 に よ れ ば 、 カ ッ プ と 、 胸 部 と の 間 の 接 触 表 面 に 対 す る 傾 動 軸
線 の 位 置 は 圧 力 の 合 力 の 着 力 点 に 関 し て 、 決 定 的 因 子 で あ る こ と が わ か っ た 。 更 に 、 本 発
明 に よ れ ば 、 合 力 の 着 力 点 が 接 触 表 面 の 所 定 の 領 域 内 に あ れ ば 、 不 十 分 な 把 持 の 危 険 は 一
層 減 少 す る こ と が わ か っ た 。 要 す る に 、 カ ッ プ と 、 胸 部 と の 間 の 接 触 表 面 に 対 し て 、 傾 動
軸 線 の 位 置 を 適 切 に 選 択 す れ ば 、 本 発 明 リ フ ト 装 置 の 把 持 作 用 を 一 層 向 上 さ せ る こ と が で
き る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 合 力 の 着 力 点 が あ る 所 定 の 領 域 が カ ッ プ の 接 触 表 面 の ほ ぼ 中 心 に あ る か 、 又 は カ ッ プ の
接 触 表 面 の 下 半 分 に あ る よ う に 、 カ ッ プ に 対 す る 傾 動 軸 線 の 位 置 を 選 択 す る の が 好 適 で あ
る 。 カ ッ プ に よ っ て 、 胸 部 に 加 わ る 圧 力 の 合 力 の 着 力 点 が カ ッ プ の 接 触 表 面 の 中 心 の 領 域
内 に あ る か 、 又 は カ ッ プ の 接 触 表 面 の 下 半 分 の 領 域 内 に あ れ ば 、 不 十 分 な 把 持 の 危 険 は 最
小 で あ る こ と が わ か っ た 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 カ ッ プ が 人 の 胸 部 の 形 状 に 補 足 し 合 う よ う 、 凹 形 で あ る の が 好 適 で あ る 。 各 カ ッ プ の 傾
動 軸 線 は 、 カ ッ プ が そ の 中 立 の 垂 直 位 置 に あ る と し て 、 カ ッ プ の 接 触 表 面 に 対 し 、 ほ ぼ 中
心 に 延 在 し て い る の が 好 適 で あ る 。 合 力 の 着 力 点 が 存 在 す る 接 触 表 面 の 所 定 の 領 域 が 人 の
胸 部 に 関 し て 、 傾 動 軸 線 の 背 後 に 、 即 ち 外 側 に あ る よ う に 、 各 カ ッ プ の 傾 動 軸 線 の 位 置 を
選 択 す れ ば 、 一 層 好 適 で あ る 。 こ の こ と は 、 圧 力 の 合 力 が 加 わ る 領 域 で あ っ て 、 カ ッ プ と
、 胸 部 と の 間 の 接 触 表 面 の 領 域 の 前 方 に 、 即 ち 内 方 に 、 傾 動 軸 線 が あ る の が 好 適 で あ る こ
と を 意 味 す る 。 こ の こ と は 本 発 明 リ フ ト 装 置 の 把 持 を 一 層 向 上 さ せ る こ と が で き る こ と が
わ か っ た 。 傾 動 軸 線 と 、 合 力 の 着 力 点 の 所 定 の 領 域 と の 間 の 距 離 は 0.5 ｃ ｍ ～ ５ ｃ ｍ で あ
る の が 好 適 で あ り 、 １ ｃ ｍ ～ ３ ｃ ｍ で あ る の が 一 層 好 適 で あ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 使 用 中 、 圧 力 の 合 力 の 着 力 点 が カ ッ プ の ほ ぼ 中 心 に 加 わ る か 、 又 は カ ッ プ の 下 半 分 に 加
わ る の が 好 適 で あ る と 言 う 表 現 を 言 い 換 え る と す れ ば 、 カ ッ プ に よ っ て 人 の 胸 部 の 側 部 に
加 わ る 圧 力 の 少 な く と も 半 分 が カ ッ プ の 下 半 分 に あ る の が 好 適 で あ る と 言 う 表 現 に な る 。
上 に 述 べ た よ う に 、 こ の こ と は カ ッ プ の 接 触 表 面 に 対 す る カ ッ プ の 傾 動 軸 線 の 適 切 な 位 置
に よ っ て 、 達 成 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 本 発 明 リ フ ト 装 置 の 好 適 な 実 施 例 で は 、 リ フ ト 装 置 は 人 の 体 重 の 作 用 に よ っ て 、 カ ッ プ
を 相 互 に 接 近 す る よ う に 動 か す た め の 手 段 を 具 え る 。 こ の よ う に し て 、 人 自 身 の 体 重 か ら
生 ず る 圧 力 に よ っ て 、 人 を 把 持 し 、 吊 り 上 げ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 カ ッ プ を 動 か す こ の 手 段 は 各 カ ッ プ を 傾 動 で き る よ う に 、 取 り 付 け た 下 端 を そ れ ぞ れ 有
す る １ 対 の ア ー ム で 構 成 す る の が 好 適 で あ る 。 こ れ 等 の ア ー ム は カ ッ プ の 上 方 に あ る 枢 着
点 に 、 相 互 に 枢 着 さ れ て い る と 共 に 、 上 端 は 枢 着 点 を 越 え て 延 び て い る 。 こ れ 等 の 上 端 に
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よ っ て 、 こ れ 等 の ア ー ム は 懸 垂 部 か ら 懸 垂 さ れ て い る 。 こ の よ う に し て 、 い か な る 付 加 的
な 駆 動 手 段 も 必 要 と す る こ と 無 く 、 人 自 身 の 体 重 の 作 用 に よ っ て 、 カ ッ プ を 相 互 に 接 近 す
る よ う に 、 動 か す 構 造 を 達 成 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 各 ア ー ム に は 、 吊 り 上 げ る べ き 人 の 脚 を 支 持 す る こ と が で き る 脚 支 持 体 を 設 け る の が 好
適 で あ る 。 吊 り 上 げ ら れ る 人 の 快 適 さ を 向 上 さ せ 得 る こ と に 加 え て 、 こ れ 等 の 脚 支 持 体 は
人 の 脚 の 重 量 を ア ー ム に 直 接 、 加 え る か ら 、 人 の 胸 部 に 作 用 す る 把 持 力 を 増 大 す る こ と が
で き る と 言 う 利 点 も 更 に 有 す る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 カ ッ プ の 傾 動 は そ の 中 立 の 垂 直 方 向 に 対 し て 、 カ ッ プ が 傾 く こ と が で き る 方 向 に 、 約 １
５ ° に 制 限 さ れ る の が 好 適 で あ る 。 こ れ は 、 人 を 把 持 し て い る 時 、 カ ッ プ は 既 に 殆 ど 、 正
し い 位 置 に あ る と 言 う 利 点 を 有 す る 。 し か し 、 こ の 角 度 の 制 限 は 一 層 多 く 、 又 は 一 層 少 な
く す る こ と が で き る 。 次 の 説 明 、 及 び 図 面 に よ り 、 本 発 明 は 一 層 明 ら か に な る で あ ろ う 。
【 実 施 例 】
【 ０ ０ １ ８ 】
　 図 １ の 装 置 は 胸 部 １ ２ の 両 側 で 、 人 を 把 持 す る た め の １ 対 の カ ッ プ １ 、 ２ を 具 え る 。 こ
れ 等 カ ッ プ は 平 均 的 な 人 の 胸 部 １ ２ の 形 状 に 補 足 的 な 凹 形 状 で あ り 、 こ れ 等 カ ッ プ は 傾 け
る こ と が で き る よ う に 、 １ 対 の ア ー ム ３ 、 ４ の 下 端 ５ 、 ６ に 取 り 付 け ら れ て い る 。 こ れ 等
ア ー ム は 枢 着 点 １ ０ で 、 相 互 に 枢 着 さ れ て お り 、 こ れ 等 ア ー ム の 上 端 ７ 、 ８ は 枢 着 点 １ ０
を 超 え て 延 び て い る 。 ほ ぼ 水 平 に 延 び て い る の が 好 適 な 枢 着 軸 線 Ｃ の 周 り に 、 ア ー ム ３ 、
４ は 相 互 に 回 動 す る こ と が で き る 。 例 え ば 、 壁 に 取 り 付 け ら れ た 壁 取 付 け ア ー ム １ １ に ア
ー ム ３ 、 ４ の 上 端 ７ 、 ８ を 連 結 し て い る フ ッ ク ９ 、 又 は チ ェ ー ン 、 又 は そ の 他 の 手 段 に よ
り 、 こ の 装 置 は 壁 取 付 け ア ー ム １ １ か ら 懸 垂 さ れ て い る 。 こ の 懸 垂 さ れ た 回 動 可 能 な 構 造
に 起 因 し 、 ア ー ム ３ 、 ４ は 人 の 体 重 の 作 用 を 受 け て 、 カ ッ プ １ 、 ２ を 相 互 に 、 接 近 す る よ
う に 、 動 か す 手 段 を 形 成 し て い る 。 し か し 、 こ の 装 置 は こ の 分 野 の 当 業 者 に 既 知 の 任 意 他
の 構 造 に す る こ と も で き る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 カ ッ プ １ 、 ２ は ほ ぼ 水 平 な 軸 線 で あ る 傾 動 軸 線 Ａ 、 Ｂ の 周 り に 傾 動 可 能 で あ る 。 こ の よ
う に し て 、 人 を 把 持 し よ う と す る 際 、 平 均 的 な 胸 部 の 場 合 よ り も 、 ア ー ム ３ 、 ４ が 相 互 に
、 一 層 少 な く 、 又 は 一 層 多 く 回 動 す る こ と が 原 因 で 、 胸 部 １ ２ に 対 し て 、 一 方 の 、 又 は 両
方 の カ ッ プ １ 、 ２ が 適 切 で な い 角 度 に な る の を カ ッ プ の 対 応 す る 傾 動 に よ っ て 、 補 正 す る
こ と が で き る 。 カ ッ プ １ 、 ２ も 他 の 軸 線 の 周 り に 傾 く こ と が で き る よ う に 取 り 付 け ら れ て
い る の で 、 カ ッ プ １ 、 ２ は 一 層 、 角 度 の 自 由 度 が 大 き く 、 胸 部 １ ２ に 対 し て 調 整 す る カ ッ
プ の 能 力 を 一 層 大 き く す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 カ ッ プ １ 、 ２ の 最 大 傾 き 角 は こ れ 等 の カ ッ プ の 垂 直 位 置 に 対 し て 、 両 方 向 に 、 例 え ば １
５ ° の 角 度 に 限 定 さ れ て い る か ら 、 カ ッ プ は 最 初 か ら 、 既 に 人 の 胸 部 １ ２ の 方 に 指 向 し て
い る 。 こ の 傾 き 角 の 限 定 は 例 え ば 、 ア ー ム ３ 、 ４ の 内 側 の 止 め （ 図 示 せ ず ） に よ り 、 又 は
こ の 分 野 の 当 業 者 に 既 知 の 他 の 手 段 に よ っ て 、 達 成 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 人 の 胸 部 １ ２ の 表 面 の 不 規 則 性 を 受 け 入 れ る と 共 に 、 カ ッ プ １ 、 ２ と 、 胸 部 １ ２ と の 間
の 接 触 面 積 を 拡 大 す る た め 、 カ ッ プ １ 、 ２ に は 、 柔 ら か い カ バ ー 、 又 は 柔 ら か い 材 料 の 層
を 設 け る の が 好 適 で あ る 。 こ の 柔 ら か い カ バ ー 、 又 は 柔 ら か い 材 料 は こ の 分 野 の 当 業 者 に
既 知 の 任 意 の 一 つ に す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 使 用 中 、 カ ッ プ に よ っ て 、 人 の 胸 部 １ ２ の 側 部 に 加 わ る 圧 力 が カ ッ プ １ 、 ２ と 胸 部 １ ２
と の 間 の 接 触 表 面 の 所 定 の 領 域 １ ５ （ 図 ５ 参 照 ） 内 に 、 着 力 点 ｄ の 合 力 Ｒ を 有 す る よ う に
、 各 カ ッ プ １ 、 ２ の 傾 動 軸 線 Ａ 、 Ｂ を 選 択 す る 。 カ ッ プ １ 、 ２ と 胸 部 １ ２ と の 間 の 接 触 表
面 に 対 す る 傾 動 軸 線 Ａ 、 Ｂ の 位 置 は 圧 力 の 合 力 Ｒ の 着 力 点 ｄ に 関 し て 、 決 定 的 な 要 素 で あ
る こ と が わ か っ た 。 更 に 、 合 力 Ｒ の 着 力 点 が 接 触 表 面 の 所 定 の 領 域 １ ５ 内 に あ れ ば 、 人 を
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不 十 分 に 把 持 す る 危 険 は 減 少 す る こ と が わ か っ た 。 要 す る に 、 図 １ の 装 置 に お い て 、 カ ッ
プ １ 、 ２ と 胸 部 １ ２ と の 間 の 接 触 表 面 に 対 す る 傾 動 軸 線 Ａ 、 Ｂ の 位 置 を 適 切 に 選 択 す れ ば
、 装 置 の 把 持 作 用 を 一 層 向 上 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 合 力 Ｒ の 着 力 点 ｄ が 位 置 し て い る 各 カ ッ プ １ 、 ２ 上 の 所 定 の 領 域 １ ５ が カ ッ プ １ 、 ２ の
接 触 表 面 の ほ ぼ 中 心 の 領 域 で あ る か 、 又 は こ の 接 触 表 面 の 下 半 分 内 の 領 域 で あ る よ う に 、
傾 動 軸 線 Ａ 、 Ｂ を 選 択 す る 。 こ の こ と は 、 領 域 １ ５ 内 の 着 力 点 ｄ が カ ッ プ １ 、 ２ の 中 心 よ
り 、 僅 か 上 方 に 、 又 は こ の 中 心 よ り 、 下 方 に 延 在 し て お り 、 合 力 Ｒ が こ の よ う な 領 域 １ ５
内 の 着 力 点 ｄ を 有 し て い る こ と を 意 味 す る 。 カ ッ プ に よ っ て 、 胸 部 に 加 わ る 圧 力 の 合 力 の
着 力 点 が 領 域 １ ５ 内 に あ れ ば 、 把 持 作 用 が 不 十 分 に な る 危 険 が 最 少 に な る こ と が わ か っ た
。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 カ ッ プ １ 、 ２ は 胸 部 １ ２ の 両 側 部 に 接 触 す る 凹 形 の 接 触 表 面 を 有 す る 。 図 １ の 装 置 に お
い て は 、 こ の 凹 形 は カ ッ プ １ 、 ２ の 中 心 に 貫 通 す る 水 平 平 面 に 関 し 、 ほ ぼ 対 称 で あ る 。 こ
の こ と は 、 カ ッ プ １ 、 ２ の 上 半 分 が 下 半 分 に 対 し て 鏡 面 対 称 で あ り 、 即 ち 、 カ ッ プ １ 、 ２
の 中 心 に 貫 通 す る 水 平 面 が 鏡 で あ る と 仮 定 し て 、 鏡 に 映 し 出 さ れ た 上 半 分 の 影 像 が 、 下 半
分 に 合 致 し て お り 、 従 っ て 、 両 方 の カ ッ プ １ 、 ２ は １ 個 の 同 一 の モ ー ル ド に よ っ て 造 る こ
と が で き 、 製 造 コ ス ト を 節 約 す る こ と が で き 利 点 で あ る 。 図 ３ か ら 明 ら か な よ う に 、 カ ッ
プ １ 、 ２ は 僅 か に 、 突 出 し て お り 、 従 っ て 、 こ れ 等 の カ ッ プ は 人 の 背 中 を 一 層 良 く 支 持 す
る こ と が で き る 。 し か し 、 こ れ 等 の カ ッ プ を こ の 分 野 の 当 業 者 に 既 知 の 任 意 他 の 形 状 に す
る こ と も で き る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 各 カ ッ プ １ 、 ２ の 回 転 軸 線 Ａ 、 Ｂ は 凹 形 の 接 触 表 面 の 中 心 が 胸 部 １ ２ に 関 し て 、 軸 線 Ａ
、 Ｂ の 背 後 に 、 即 ち 、 外 側 に 位 置 す る よ う に 選 択 さ れ る 。 こ の こ と は 傾 動 軸 線 Ａ 、 Ｂ は 胸
部 １ ２ に 関 し て 、 カ ッ プ １ 、 ２ の 接 触 表 面 の 中 心 の 前 方 に 、 即 ち 、 内 側 に あ る こ と を 意 味
す る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 傾 動 軸 線 Ａ 、 Ｂ は カ ッ プ １ 、 ２ に 関 し て 、 水 平 中 心 位 置 に 位 置 し て い る 。 こ の こ と は 、
カ ッ プ １ 、 ２ が 図 示 の よ う な そ の 中 立 の 垂 直 位 置 に あ る 場 合 、 傾 動 軸 線 Ａ 、 Ｂ の 水 平 平 面
は カ ッ プ １ 、 ２ を ほ ぼ 等 し い 高 さ の ２ 個 の 半 部 に 分 割 し て い る こ と を 意 味 す る 。 し か し 、
傾 動 軸 線 Ａ 、 Ｂ を カ ッ プ １ 、 ２ の 中 心 に 関 し て 、 上 げ た り 、 又 は 下 げ た り し て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 図 １ の 装 置 は 次 の よ う に 作 動 す る 。 人 の 体 重 が こ の 装 置 に 加 わ っ た 時 、 そ の 体 重 は カ ッ
プ １ 、 ２ を 相 互 に 接 近 す る よ う に 動 か す よ う に 作 用 す る 。 こ の 作 用 は 、 カ ッ プ １ 、 ２ を 取
り 付 け て い る ア ー ム ３ 、 ４ の 枢 着 懸 垂 構 造 に よ っ て 達 成 さ れ る 。 こ れ 等 の カ ッ プ は 平 均 的
な 人 の 胸 部 に 補 足 し 合 う 丸 く な っ た 形 状 を 有 す る 。 人 を 吊 り 上 げ る た め 、 カ ッ プ １ 、 ２ は
人 の 胸 １ ２ に 圧 力 を 作 用 さ せ る 。 こ の 圧 力 は 、 カ ッ プ １ 、 ２ と 胸 部 １ ２ と の 間 の 摩 擦 力 が
人 に 加 わ る 地 球 の 重 力 に 打 ち 勝 つ の に 十 分 で あ る よ う な 圧 力 で あ れ ば 、 人 を 吊 り 上 げ る こ
と が で き る 。 言 い 換 え れ ば 、 人 は 脇 の 下 の 下 方 で 、 把 持 さ れ て は い る が 、 脇 の 下 の 下 方 の
部 分 に 、 人 を 上 方 に 持 ち 上 げ る 力 を 加 え て い る の で な く 、 カ ッ プ １ 、 ２ の 表 面 と 、 胸 部 １
２ の 表 面 と の 間 の 摩 擦 掛 合 に よ っ て 、 人 を 吊 り 上 げ て い る の で あ る 。 脇 の 下 の 下 方 の 部 分
で 、 人 を 上 方 に 持 ち 上 げ る 力 を 加 え る と 、 人 を カ ッ プ １ 、 ２ に 懸 垂 す る こ と に な り 、 人 に
と っ て 苦 痛 で あ り 、 人 の 肩 の 強 さ が 不 十 分 で あ る と 、 カ ッ プ と カ ッ プ と の 間 か ら 、 人 が 滑
る こ と に な る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 カ ッ プ １ 、 ２ の 相 互 に 接 近 す る 運 動 は 人 の 脚 を 懸 垂 し て い る 脚 支 持 体 １ ３ 、 １ ４ に よ っ
て 強 め ら れ る 。 脚 に 加 わ る 地 球 の 重 力 の 作 用 は カ ッ プ １ 、 ２ を 相 互 に 接 近 す る よ う に 動 か
す 直 接 の 力 を 発 生 さ せ る か ら 、 把 持 力 を 増 大 さ せ る 。 更 に 、 脚 支 持 体 １ ３ 、 １ ４ は 人 の 体
重 の 一 部 を カ ッ プ １ 、 ２ か ら ア ー ム ３ 、 ４ の 下 端 ５ 、 ６ に 動 か し 、 カ ッ プ １ 、 ２ に よ っ て
持 ち 上 げ る べ き 重 量 、 従 っ て 、 カ ッ プ が 胸 部 １ ２ に 加 え る 圧 力 を 減 少 さ せ る 。 こ れ に よ り
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、 吊 り 上 げ ら れ る 人 に と っ て 、 一 層 快 適 に す ら さ せ る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 人 を 保 持 し て い る 時 、 カ ッ プ に 加 わ る 力 の バ ラ ン ス は 次 の 通 り で あ る （ 図 ６ 参 照 ） 。
　 　 　 　 　 　 　 　 Ｒ ・ ［ ｃ ｅ ］ ＝ Ｗ ・ ［ ｂ ｃ ］
　 こ こ に 、 Ｒ は カ ッ プ １ に よ っ て 、 胸 部 １ ２ に 作 用 す る 圧 力 の 合 力 、 ［ ｃ ｅ ］ ＝ ［ ａ ｄ ］
は 合 力 Ｒ の 着 力 点 と 傾 動 軸 線 Ａ と の 間 の 距 離 、 Ｗ は カ ッ プ １ に よ っ て 、 胸 部 １ ２ に 作 用 す
る 摩 擦 力 の 合 力 、 ［ ｂ ｃ ］ は Ｗ の 着 力 点 と 傾 動 軸 線 Ａ と の 間 の 距 離 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 Ｒ 、 及 び Ｗ は 静 的 バ ラ ン ス 状 態 、 即 ち 、 安 定 し た 状 態 に な る よ う 、 そ れ 自 身 が 調 整 、 即
ち 、 自 己 調 整 す る し 、 Ｒ 、 及 び Ｗ は 計 算 す る こ と が で き る 。 そ の 結 果 、 距 離 ［ ｃ ｅ ］ 、 及
び ［ ｂ ｃ ］ の う ち の 一 方 が 設 定 さ れ れ ば 、 他 は 固 定 し た 値 に な る 。 機 構 学 の 理 論 か ら 、 Ｗ
≦ Ｒ の 関 係 は 一 層 知 ら れ て お り 、 従 っ て ［ ｃ ｅ ］ ≦ ［ ｂ ｃ ］ で あ る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 胸 部 １ ２ に 掛 合 す る カ ッ プ １ の 接 触 表 面 の 少 な く と も 中 心 部 、 好 適 に
は 接 触 表 面 の 大 部 分 、 又 は 全 部 が 胸 部 １ ２ に 関 し て 、 傾 動 軸 線 Ａ の 背 後 に 、 即 ち 外 側 に 位
置 す る よ う に 、 カ ッ プ １ の 傾 動 軸 線 Ａ は 選 択 さ れ る 。 摩 擦 合 力 Ｗ の 着 力 点 は 通 常 、 こ の 軸
線 Ａ の 背 後 に 、 即 ち 外 側 に 位 置 す る が 、 ま た 特 に 、 カ ッ プ １ の 表 面 と 軸 線 Ａ と の 間 の ど こ
か に あ る （ 図 ６ を 参 照 す れ ば ｂ は ａ と ｃ と の 間 に あ る ） 。 言 い 換 え れ ば 、 距 離 ［ ｂ ｃ ］ は
通 常 、 正 の 値 で あ り 、 従 っ て 、 ［ ｃ ｅ ］ も 正 の 値 で あ り 、 Ｒ は 傾 動 軸 線 Ａ の 下 方 に 、 カ ッ
プ １ の 下 半 分 の 中 に 、 着 力 点 ｄ を 有 す る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 言 い 換 え れ ば 、 カ ッ プ １ の 傾 動 軸 線 Ａ は カ ッ プ １ の 下 半 分 に よ っ て 、 大 部 分 の 圧 力 が 加
え ら れ る よ う に 選 択 さ れ る 。 こ の こ と は 、 カ ッ プ １ の 下 半 分 は 上 半 分 よ り も 胸 部 １ ２ に 一
層 強 く 押 し 付 け ら れ 、 そ れ に よ り 、 人 を 一 層 良 く 把 持 す る こ と が で き 、 利 点 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 図 ５ は 圧 力 の 合 力 Ｒ の 着 力 点 が 位 置 す る の が 好 適 な カ ッ プ １ の 接 触 表 面 上 の 領 域 １ ５ を
示 し て い る 。 図 ５ に お け る 領 域 １ ５ は 任 意 に 描 か れ 、 圧 力 の 合 力 Ｒ の 着 力 点 に つ い て 、 最
も 適 す る 領 域 の 概 念 を 与 え る が 、 位 置 は 人 に よ っ て 著 し く 変 化 す る か ら 、 絶 対 的 で な い こ
と を 強 調 す る 。 本 発 明 に よ れ ば 、 領 域 １ ５ は カ ッ プ １ の 回 転 軸 線 Ａ の 位 置 を 適 切 に 選 択 す
る こ と か ら 定 ま っ て い る 。 図 ５ に 示 す よ う に 、 圧 力 の 合 力 Ｒ の 着 力 点 に つ い て の 好 適 な 領
域 １ ５ は カ ッ プ １ の 中 心 の 下 、 及 び 僅 か に 上 に 延 在 す る 中 心 領 域 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 領 域 １ ５ 、 即 ち カ ッ プ １ の 中 心 部 と 、 傾 動 軸 線 Ａ と の 間 の 距 離 ［ ａ ｃ ］ は 0.5 ｃ ｍ ～ ５
ｃ ｍ が 好 適 で あ り 、 １ ｃ ｍ ～ ３ ｃ ｍ が 一 層 好 適 で あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ３ ５ 】
【 図 １ 】 使 用 中 の 本 発 明 装 置 の 好 適 な 実 施 例 の 斜 視 図 を 示 す 。
【 図 ２ 】 図 １ の 実 施 例 の 斜 視 図 を 示 す 。
【 図 ３ 】 図 １ の 実 施 例 の 下 か ら 見 た 平 面 図 を 示 す 。
【 図 ４ 】 図 １ の 実 施 例 の 正 面 図 を 示 す 。
【 図 ５ 】 図 １ の 実 施 例 の カ ッ プ の 詳 細 を 示 す 。
【 図 ６ 】 図 １ の 実 施 例 の カ ッ プ に 加 わ る モ ー メ ン ト の バ ラ ン ス を 示 す 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 １ 、 ２ 　 カ ッ プ
　 ３ 、 ４ 　 ア ー ム
　 ５ 、 ６ 　 下 端
　 ７ 、 ８ 　 上 端
　 ９ 　 フ ッ ク
　 １ ０ 　 枢 着 点
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　 １ １ 　 壁 取 付 け ア ー ム
　 １ ２ 　 胸 部
　 １ ３ 、 １ ４ 　 脚 支 持 体
　 １ ５ 　 領 域
　 Ａ 、 Ｂ 　 傾 動 軸 線
　 Ｃ 　 枢 着 軸 線
　 Ｒ 　 合 力
　 Ｗ 　 摩 擦 力 の 合 力
　 ｃ ｅ 、 ａ ｄ 　 傾 動 軸 線 Ａ と Ｒ の 着 力 点 と の 間 の 距 離
　 ｂ ｃ 　 傾 動 軸 線 Ａ と Ｗ と の 着 力 点 と の 間 の 距 離 10

【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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